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本稿は防災研究室の川ー究テーマである耕地防風林試験の調査のうち， 市広営林局の委詑試験として昭

和26 年より昭和 28 年にわたって北町道十勝国河凶都中札内村大字上札内字常盤において行ったもので

ある

十勝地方は春季耕作時期にしばしば NW， NNW の強風に襲われ，経君主な火山灰J1の表土が飛散し，

播種または発芽したばかりの作物は甚大な被害をこうむり，再度耕伝，播種を行わなければならない場合

がしばしば起る。国有防風保安林はこの強風を緩和1 し，表土の飛散を防止するうえに役だっており，この

幹線林帯はこれと併行して各農家がお|地の聞に縦机に1'11自殺している樹列防風林と相まって，防風機能を発

揮しているが，これが機能を解析究明して，防風11\の適正な配置，規模，育成，保続的取扱いのうえに科

学的な基礎を与える必要がある。この調査にあたり帯広営林局，帯広営体1)3_，上札内担当区の関係者各位

に対し，また，種々御指導を賜わった北海道大学三，l;T!j愁!場士，本稿JiJ.りまとめにあたり校閲ならびに助言

をいただいた林業試験場北海道支場松井善喜経営部長，同防災研究室長'J[: _t.桂技官および調査に御協力下

さった同研究室IJ券見精一技官，鈴木孝雄按官に対し深甚なる謝意を表する F

区

種 7.J1j 
7.J1j 

林帯方向

樹 種

樹 高 (m)

林時巾 (m)

調査地の摺況

(第 1 表および第 1 図〉
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観測の対象となった草

〆Jl 林はii-bt広営林間，i if広営林'&管内防風林経営区

(昭和 9 年秋14 林班のカラマツの 20 年生

皇ニ盤込監

が[) j削除林仰とカシワの二次林41f とからなるI=,oom-=i 
150m 1I慌の森林であり，これと平行して民有

D , E , F の倒列防医\i、木が 281mの A ， C , 

~81m のI1 tJlí{;4にあり， B , G , H の樹列防

風林はこれと U'f角に四訂正されている乙

国有防風林の南東側は林縁泊、ら 130m の隔

~防風tr

巴れ地

E阿佐

白期地 笹地t1fに隣接するで笹がJIY:り除かれてし、る

巾 40m のJ:[U':Hはクロパー j:1llで，その東側の

DWI叫防風林から 82m 南東側にE耕地防風

林があり，その南西端はいずれも G耕地防風

また， 44 号線の道路ぞい;{;;j\に f~ しているぜ

はカラマツの 1 列植えの間単な耕地防風林と

なっている

白
耕
地
防
回
開
株

E 

国有防風林の北西1!Wは林縁から 185m のと

ころに闘がJ5m の笹地1'1j'ーが林仰と平行して調究i也f、j";'tLî:の状況第 1 図

178m にわたってあり，その南問主';;Jは匹l有l切風林と ll~jtlに交わる 1)杭 13m の別の笹J也什?と交わり，互に防

Jill.\1休後方の耕地の区蓋IJをなしている、国有l坊風林の材縁から 281m 二|七四万にはA耕地防風林があり，ての

延長は C W!:;'[U [í)j風林に連なってし、るわまた， A. C同糾地|坊風林と l在角に延長 112m の B~:JI 地防風林がj'jíj

Cj'Jltllil切風林の南西には，これと直角に樹高約 3~5mに述べた111m 13m の笹地tifの J-.に存tEしている乙

のカシワが 1 列に存在している (H) 国有|坊風保安林は， 26 jドに品'~:企終了後南東側を約半分伐保してj

l，ilÏ胴 39m となっている

法方の測観

!rM l1 llj;こは一般気象観測出織を多くJrj l 、たが，各sr ごとに前年aの凶測に不便を感じたt!、を改良工夫し，で

きるだけ少ない労力で精度の高い資料をうるよう努力したυ

向
d

flhｭ

肝
μ

、
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1
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風向の説測には携帯用自記風信号{~ (Recorder for Anemoscope) 2 台を林前 10 H と林後 20 H に常

時設備し，その位置における風向を自記させた:また，移動観測，あるいは小範囲の流線の分布を測定す

るには風車型の携信用風向風速計(ピラム微風計)を用い，随時任意の場所の風向を読みとったc
三三J.

'-'1 速ii) 風

すなわち，昭和 26 年・ 27 年の両年はロピンゾン風力計風速の観測には 3 種類の風速計を用L 、たー

(Robinsou's Anemometer) と，携借用風向風速討を，また，昭和 28 年には.l;J、上のほかに理工研型IJ、~1
ロビンソン風力計を使用したっ

風速の観測はこの調査の主眼であって，その鶴測誌に種々の考察ならびに改良を加えて使用したc 林帯
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の瓜辿y成殺効果の lWl定はおもにロピンソン風力計によったが，初回のnp;和 26 年の説測には 1 台のロピン

ソン風力計に l 人の観測者が専門についたので，風速の組側中には他の気象要素の溺i則や，調査を行うこ

とはできなかったが. 2 回めの昭和 27 年には自動電話の数取音寺を応用した風力計用の電接凹数器を試作

し，電線をもって各風力計を電接回数船に接続し. i休前と林後の 2 カ所で 10 台のロピンゾン風力計によ

る各組測点の風速が，同時に測定できるようになったc 携借用風向風速ま↑はロピンゾン風力計と異なり，

重量も軽く，かつ移動するに便利であるために任意の耕地防風林の風速減殺効果の測定や，風速の舌Lれ，

小範明の地域内の風速水平分布などの(1制11]に用いたが， 昭和 26 年の第 1 次調査には， これに若干加工

し.'m':接装置をHして林前・林内・林後の風速の垂直分ず/îの測定にも使川したが， とカか、く故障が多カか冶つ

/j1=Uこ

ifi計汁.は運 1伝伝中故障が多カか論つたτ2部5 年の第 2 次調査には， さらに電接部に己改士D良，ミ主を加えたが， やはり前回同様

電接部にかなり者労した 記録計の方は第 2 次のものは別の型のものを工門、したが，敵陣も少なく有効な

資糾をうることができた 昭和 28 年には，新型の即工所型!小型ロビンゾン風力計を使用したので，大法

使利となったc

また，風速の乱れの説測には携mJlH氏向風速計を使用したc

iii) 捕砂箱(第 2 図j

風による表土の飛散;畳を捕挺するため，昭和 26 年には第 2 図に示すような捕砂箱1) 12 佃を作り， そ

のおのおのに 8 枚の金網を挿入して，

JTllj沙符内に吹き込む飛砂を捕捉し，ヲT~

l沙量の垂直分布~iiliJ定するため，くこれ 一→W

を 6 悩 1 組とし，同一刻寺棒に 6 (回を

r. 1"に配列し，そのすぐ傍で飛砂測定

時間中の風速を測るため，携干fJ用風向

風速計 6 台をおのおのJ甫砂ì!1'îと同・の

rcî さ ι垂直に配置した しかし，正二の

1111寸
H事時穂欄|下 15，0

也旦Ï1
ト 14.3ー斗

第 2 図 trll砂符 (単位 cm)

J1 lìl沙箱は型が大きく強風時にはかなりの風圧がかかり，これを誌に風向に正対させるには取』郎、が不便な

ので，昭和 27 年にはこれよりもノJ')問のものに改め. tfIJ捉I/J網も，布製のものを捕砂千百の吹出口に 1 箇所

μ とりつけたものを作った。 nE\9in 28 '1'.にはさらに改良し，捕l沙箱の大きさは 27 年と同じもので，捕悦

)I!の納は 26 年の;翠j式のものを用L 、たり

固有防風保安林の風蓮減殺効果

この観測は，国有防風保安林の風速減殺:).:'IJ* i.J~林分の高さの何{lT くらい風下まで及ぶかを知るために行

ったもので，水平距離の単位はすべて樹高の倍数で示し，観測点、は材、惜の風上侭Ijを林市とし，林前 10 {f'~:' 

5 倍. 3 倍. 0 f音(林帝の前縁ì. 林後 0 倍(林裕の後縁一). 3 f合. 5 倍. 10 倍. 15 倍. 20 倍の 10 点を

林裕に直角な直線上に設け， ロピンソン風力!汁により. 10 分!ilJ平均風速を電接JnJ数器により連続的に求

めたr

防風林の風速i成殺効果を表わす方法として，一般に行われているのは，林前の任意の観測点を楳ìjl! r!;í、と

し，標準点の風速に対する各観iiliJ点、の風速を比率て、あらわすのであるが，この調査においては襟準点、は林
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第 2 表 標準点の風向;頻度と各風向の振幅

主風方向 ESE SE SSE 
林帯との角度 79" 79" 56050 

12\:ー____l1L1~JB1\，_ 向|振巾回数i 風 向振巾|回数風 向|唾」色旦壁一
f: ENE-S , 112.50 1 11 ENE-S (112.寸 1 i S E -S 45.0' 9 

i:ENE-SSE' 9ω01 1 ESE-S 1 67.501 51 SSE-S 22.5 

1.. E-S S E 67.5 コ 1 1. E-S 90.00 1 5 I S S E 22.5 二 11

風向 )1 I E-S SE : 67.5" I 41 E-S I 90.0 ご 3

計-

S E , 22. 5'0 I 2 I E S E - S I 112. 5 つ 5

11 IESE-SSEIι0" 1 9IESE-Sswl 90 ゲ

S 

SE-S 

13 30 

前 10 倍の位置に設けた (D耕地防風材、の林後 17.5H (H=6m) の地点

に相当する〕。

26~28 年間に 10 分間平均風速は 75 囚観測されたが，このうち 26 年

に観測された 2 回は林借隔が 72m の時の値である。

林前・林後の各観測点の 10 分間平均風速を観測した時刻の標準点にお

ける風向の頻度および風向の振IIJïiÎは第 2 表および第 3 図のとおりで， S S 

E , S Eがそれぞれ 30 問で最も多く， ES Eが 13 回で林市に直角に吹

き込む風はきわめて少なし、。これは観測点付近には平行した林慣が多いの

で，林借と林需の聞を風が吹走しやすいためと，林帯の近くでは風が林帯

の方向に収数するためであろう

風向の振幅は第 3 図のように，いずれの場合も最大 112S の範囲の振

隔があり，観測地域の風が林併や付近の地物の影響を大きく受けて，乱れ

の多い風であることがわかるJ

つぎに標準点と防風林後方の風速を前記主風向別にわけ，各風向ごとの

平均風速から標準点の風速に刈する比を示すと第 3 表，第 4 図のとおりで

ある

第 4 図の中間の太線は平均風速から算出した風速比で，その上下の帝国線

注:太線は主風向，斜線1'，1\分
ノ は各観測点における最大および最少の風速比を示したもので，相当幅のあ

は振幅(最多)縮問を示す

第 3 図 主風向と振幅の組問 る変化を示している。このように林後の風速比に大きな隔があるのは，風

向の振隔が大きいため，風が常に同じ角度で林帯に吹き込まないためて、あろう。

また，主風向がESEの時，風速ltの振隔が他の 2 つの場合よりも平均風速比線に接近し，また，防風

効果が他の 2 つの場合よりも林後遺くまで及んでいるのは，風向が林I，!liにn'{角に近い範囲にあるので，樹

冠の抵抗をもっとも有効に受けているためであろう。しかし，林惜の直後では他の 2 つの場合よりも風速

が強心風速比は標準点の 60% くらいとなっているが，これは林市の1II;lt止が碁盤状になっており，しかも

その向きが大休ESEであるので，風の ìillÆiには最も抵抗の少ない向きとなっているので，林帯の樹幹仰

を吹きぬける風の影響で，これは校ドの高さや地床植物による遮蔽の日芝令により異なるが，大体林後 2H

付近まであると思われ， 3 H付近では樹冠を越えた風との混合により，この影響はほとんどないように思
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第 3 表

16 ヶ 15~16//25 
16 グ 25~16 グ 351
16 グ 35~16 ヶ 45
16 グ 45~16 // 55' 
16 グ 55~17 ヶ 05'

27. V.22 10 グ 40-10 グ 501
グ 10 グ 50~11 グ 001

|グ II グ∞~II 什Oi
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11 グ 20~11 グ 30

ゲ 11 グ 3い I グ 40 1
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|ヶ II グ 50~12 グ 00
28.V.1813 グ 45~13 グ 551
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グ 15 グ 15~15" 25 , 

グ 15 // 25~15 //35' 
28. V . 20 10" 30~ 10 /ノ 40

þ、'l'-I
ロロl

平均
Oぷ
〆 υ

27. V.21 15h25~15h35 
グ 15 グ 35~15 グ 451
グ 15 グ 45~15 グ 551

ゲ 15 グ 55~16 グ 05'
グ 16 //05~16 グ 15

II グ 30~11 グ 40
II グ 40~11 グ 50

II グ 50戸-12 グ 00

12 ヶ 00~12 グ 10 ，

15 グ 45~15 ヶ 55

15 グ 55~16 グ 05

16 グ 05~16 グ 15

16 グ 15~16 グ 25

ア
ゲ
ゲ
ヅ
グ

グ
グ
グ
グ
ケ

ノ
ノ

y

i

'

/

f

 

計
均
ノ
ル
O

合
平
。
/

7
J
n
O
ハ
ヲ
ハ
U
A
せ

4
4
4
-
5
5
 

っ
L
q
u
A
守

k
u
ζ
U

勺
ノ
白
内
ノ
山
内
ノ
ム
勺
ノ
ム
フ
勾

7
A
n
O
Q

ノ
ハ
H
U
可
1

ペ
ノ
ム
〈
ノ
ム
ペ
ノ
ゐ

q
u
q
J
V

内
ノμ
q
υ

ハU
1
1
r
b

3
3
4
4
4
 

7
4
只
υ
Q
ノ
ハ
υ
1
ム

1

且

1

企

1
l

勺
J
4つ
ム

〈
ノ
ム
内JA
&

に
J
r
b

i
l
l
-
-

0
1
2
3
0
 

4
u
d
o
d
o
ど
C
7
J

句l

‘
勺
ノ
ムq
U

7
ι
フ
'
7
J

F、
υ
f
h
U
勺r
4

ハM
U
ハ
同
ノ

5

戸D
F
D
R
υ

戸
口



58 - 林業試験場M究附守筑 80 号

主風が SSE の時
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防風林周辺の防風効果について (小野寺・増田・石)11) - 59-

われる また，林後 3H 付近の風速比は ESE ， SE , SSEの 3 方向とも平均 3096 代でやや安定して

いる υ 風速は林後 5H 付近ーから急速に復元の形をとり， 15H付近でほぼ林前標準点の値にもどっている

林後 20H 付近の風速が 15H {、わ圧よりもノj、さく現われているのは観測点の南西方にある B 耕地防風

料の影響によるものであろう c

防風休の防風効果の限界を標準点風速の 90%") とすれば， この防風林の有効距離は林後 llH~14J-J

u 、うこととなるが，従来一般にいわれている 20~25H という筒にくらべて小さいのは，標準決、の位ti'1=

がすで Eこ前方の民有耕地防風林 (D) の防風間内にあると考えられたので，さらにそのはるか前方の林市

の影響の全くない点の風速を標準風速とすれば，その防風効果範閥も一般にいうように 20~25I-1 という

他ーになるであろう v しかし，風速の絶対催[を減少させるには，この地滑のように多くの防風林が平行して

存在するところでは，最後方の風速は前方にある多くの防風林の効ぷが累積されてくるので，実際の効果

は単独で存在する防風林よりも大きいことがうかカ河、うる、

林帯幅による防風効果の相蓮

国有防風林の抹消幅は昭和 26 年の調査の際 72m あったが，昭和 27 年にはすでに 50% 近く伐採さ

れ 39m となったので， 26 年に観測された林前・林後の風速比(第 4 表〕と 27 年・ 28 年に観測された

風速比〔筑 3 表〉を比較し，林信隔の相違による防風効果のjさいをみると第 5 図のようになる

この結果，林後 10H より遠い地域では林借幅が狭くても防風効果が大きいとしづ結J誌がでた。この資

料では， 26 年の在日iHlJ値は 20 分間平均風速 1 回だけであり， 27 ・ 28 年のは数多くの資料を風向ごとに分

主j'j し，平滑化されたものをF郎、た J さ

らに 27 ・ 28 年の資料より主風向の振 26.¥1.3 16h10~16h30 風向 S S E~ E S E(56.5 ~101S � 

第 4 表 林幣巾 72m の時の林前・林後の風速

隔が SSE-ESE で，かつ標準風

速も 26 年の値に近いものを選び，'1\し

て比較してみると，林帯怖が厚い時の

方が防風効果が大きいというこ主がし、

えない:防風林の!享さの問題について

は，飯塚竪氏3) その他の人々により研

究されているが， M. IWARAKr4) が瓜

j同で行った実験の一例として 1 列楠え

の防風林の防風効果は， 2~3 列11Mえ

のものよりも林後遠くまで及び，防風

林の有効な樹列(幅〕には一定の限界

があり，それ以上樹列(柄〉が増して

も風速減殺効果には~化がないことを

実験的に求めており，河田三治11:-')等

は茨木県村松海岸防風林(幅 250m ，

樹高 12m ， クロマツ林〉 と青森県横

浜村海岸防風休 (1/1高 100 '11， 制高 10

観測点|哩l剖叩 -
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第 5表林帯巾による風速比の相違

観測日時 標風(m準/速点s) トI ー 林後の風速上t % 
+3H. +叫+ 10 I-I 1 十 20 I-I

16 h 1O~ 16 h 30 2.1 

2127.v.20 
15 h 55__:" 16 h 05 I 

2.3 日 7 I 52.21 78.3 ! 

16 h25~16 h 35 2.2 9.1 比41 九 3 90.9 

4 グ
I 16h55~17h05 1.8 16.7 

II h 50~12 h 00 2.2 2♀ .7 68. 2 1 81. 8 1 122. 7 

140 

'120 

100 

告。

60 

40 

。

l 蹴欄醐

-OH 十OH 3H 5H 10H 15H 2f)H 

第6 図林帯隔による防風効果の相違

lll，クロマサ林〉の防風効果観測の結

果から，この両者の防風効果を比較し

た場合，前者は林帯隔が後者の 2.5 f音

あったが，防風効果はそれほど大でな

く，むしろ実験から出した値は後者の

方が防風効果が大きい場合さえあり，

場処，季節，林相の相違があっても，

この根本の原因は単に風速減殺効果だ

けを議論すれば幅は問題でなく，前方

から見た樹冠の見とおしの度が決定的

なものであって，これが適当で、あれば

数列の防風1ネでも充分であると述べて

いるが，これらの例から判断すると，

この防風林の防風効果の範囲は，幅が

72m でも 39m でも大澄がないといえ

るであろう、 しかし，比絞に用いた伐

採前の資料がただ 1 凹の観測値なの

で，今後機会を得て再検討する必要が

あると思われる 3

防風林周辺の風速水平分布6)

道
路

W, D, (SE 18'm/5) 

ノ〆

第7 図 国有防風保安林前後の風速水平分布

1 )国有防風林前後の風速水平分布

27 年 5 月 20 日， llh03~12h25 ， 

国有防厨\，;f木の前後において，風速の水

平分布の観測を行ったが，これには携

品川風向風速計をもった 6 人の観測者

が林前 5H に林常と平行に並び 5

分間風速を観測し，終了後林前 3 H , 

林n可縁，林後縁，林後 3H ， 5H , lOH 

15H , 20H 左順次観測点を主主動し，合

計 54 段、の観測引l を得たl、各点、の観測

値を標準点で，同時に観測された風速

に対する比で示したu

第 7 図により防風林前後の風速をみ

る左， 林帯の前方では標準点と同風

速，もしくは，それ以上で，一般にし、

われている林帯前面の防風効果J土あら



防風林周辺の防風効果について (小野寺・増間・石)1/) - 61 ー

われていないc これは標準点の前方 105m にカラマツ防風林 (D) があり， D 防風林の高さの 15 倍後

方の点であるため，標準点はこの影響を多少受けていたものと考えられるの

林荷後方では， 風速の最も /J、さな範囲は 3~5H の附近にあり， これよりも後方ではしだし、に回復

し，標準風速に回復する位置は大体樹高の 13 倍付近であるが， 44 号線に接近した地域ではもっとも林

縁に近し、位置，すなわち 3H付近ですでに 100% に問復している、また，等風速線の方向は林帯にやや平

行して， 44 号線に近づくにしたがし、林縁方向に接近してゆくが， これは 44 号線の道路ぞいのカラマヅ

の楠栽間隔が大きいので風が通過しやすしこの方向に風が収叙するためと考えられる。

この観測と同時にえられた各観測点

の風向から第 8 図のような防風林前後

のi'ílt線図を求めると，林縁に近づくに

したがって次第にその方向が林帯に平

行な向きに廻折するが，林帯を通j勉し

林後に吹きぬけるさいに，林帯の後縁

付近ではほとんど林市と直角に近い向

きになっている。これは林内では風は

セの通路の最短距離を:ù1iって吹きぬけ

る 7) ためであろう J このように樹幹の

間を通過した風の及ぶ範囲は大体林後

2H くらいまでで， 3~5H 付近で

は樹冠を越えた風と混合するためめこ

の付近は風が撹乱されて最も風速のノj、

さい区域を{乍っている 5~10H の

付近では，流線の方向は林帯にほぼ平

行するが，林後 10H 付近より後方で

は流線の方向は林1Ìりと同じ向きに回復

する c

2) 単一耕地防風林前後の風速水平

分布

27 年 5 月 21 日， 15h58~16h51 ， 

A耕地防風林の林前林後において携帯

用風向風速計により 1 )に準じた方法

で地上1. 2m 付近の水平分布を観測

しfこ ο

標準点l土林帯の前方 50m の耕転直

，後の耕地内に設けたじこの観測中の風

向は林J滑にほぼ直角で，林後の風速の

分布は，等風速比線が林市にほとんど

第 8 図 国有防風保安林市l後の風の流線

八、 勺τマ4

第 9 図 A 耕地防風林周辺の風速分布
27. V.21 15 h 58~16 h51 
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第 10 図 周回を防風林で閉まれた1~1地内の風速水平分布

平f干し， 11\\iliの IDI復のしか

たも比較的単調で大{本林後

10H 付近で標準点の風速

に復元している また，流

線も林]ÌÎj・林後を通じ，ほ

とんど林市iこ直角な向きと

なり主ìi~，'lである

3 )箱型耕地防風林内の

風建水平分布(第 10 図)

27 年 5 月 22 日， 11 h 06 

~12h32 ， E. F ・ G お

よび 44 号線ぞいの樹列耕地防風林で問まれたj井地内の風速分布を， 1) , 2) の方法と同様に測定したっ耕

地の広さは 2.97 ha (353 mX 84111) で，耕地の状況は牧草川でグロパー(車丈 10 cm) が 11白殺されてい

た

1袋準点は京一線道路のTì可方 100m の未塑地内に設けたが，制mlJのさいの標準点、の平均風速は 3.2m/SEC

で，風向は SE が最多であった。

この結果によると，さきの 2 つの場合よりも一回顕著に風速が減殺され， 'l~1地内ではもっとも風の強い

ところで標準風速の 90% 代にとどまり，標市風速の 50% の部分は細長く耕地のほぼ中央部を，防風林

にほぼ平行にiiliっているコまた，林縁付近に風速の大きいところが若干あるが，これはこの付近に林借を

禎断する道路があって林が欠けているため，風が収殺されて1Jn速されるためであろう勺

樹否両j防風林の防風効果

学・耕地防風林前後の風速水平分布について別に樹列 3 列のカラマツ防風林 (D) を対象として，下伎

のある場合と， ドi交がない場合の林市における風速の水平分布および垂閥刊分布状態について翻測した

1 )観測の位置および方法

MJlilIJ地点の防風林は N34 E の方向に数列、iセんでおり，その配列は第 1 図のとおり Cあるー itJ!州を行

った時期は開業したばかりで誕の長さ 6~lO mm 松度で，校は下端まで草野生していたご

林の北四方向 225m Vこ樹高 12m，隔 39m のカラマツ国有防風林があり，この方向からの風をさえぎ

っている。制列防風林で閉まれた箱型の耕地はまだ耕作されていなかった(林の北西側は休問地，耕作を

終ったばかりの畑，草丈 10~15cm のグロバー畑， 草丈 20~30 cm の笹地がつづいている)二 観測は

A 点および A 点から 48m 離れた B 点の 2 測線で行った。 下校を払った場合の観測は， B点の授を

1. 6m の高さに観測線の左右それぞれ 40m の範囲にわたって枝打をして行った 測定には理工研型の小

型ロピンゾン風速計 7 台を使用し，風速はカウンターによって同時に読み取った。風速の水平分布は地上

1. 05m におけるイ直であるつ

風向が SE の場合ば，前方に数列の林があって標準点を設置することができないので， -_ﾎG. D 耕地

防風林の後方 20H (H= 7 m) の地点では，林の影響がほとんど及ばないものと仮定して， ニの地点を

標準点とした。
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第 6 表 林の前後の風速の水平分布

F;j交のある場合 (A 点、〕

観\測\脊J\号開、店E I -OH +OH I +1.7H I +1.4H I +8.7H i +13.0H 襟(17.4TfI1H) 

No.l 3.56 2.14 I 1 ・ 90 2 ・ 74 3.56 4.39 4.76 
2 3.15 2.23 2.20 一一 3.47 4.46 4.48 
312.772.061.99 一日1 3.86 4.20 
413.732.792.352.334.1  15.865.85  
5 2.84 1.69 1.93 2.53 3.70 2.96 之 .96

613.491.991.792 . 3 3 3 . 6 2 3 . 7 8 4 . 3 3  
712.992.392.072 . 1 9 2 . 9 4 3 . 4 2 4 . 1 2  
8 2.73 2.20 1.98 2.22 2.90 3.41 3.82 
9 3.56 2.97 2.62 2.56 3.51 4.13 4.57 
10 3.19 2.18 2.01 2.25 3.47 3.63 4.10 

11 3.30 2.18 1.96 2.35 3.42 3.82 4.50 
12 3.43 1.93 1.86 2.29 3.48 3.72 4.06 
13 3.07 2.18 1.96 2.35 3.41 4.12 4.28 
14 3.25 2.80 2.42 1.90 3.28 4.04 4.13 
15 3.01 2.77 2.47 2.41 3.51 4.11 4.51 

16 2.93 2.49 2.14 2.01 3.33 3.80 4.19 
17 2. 99 2. 13 2.27 2. 29 2. 78 3. 63 4. 01 
18 2.70 2.75 2.09 1.93 3.00 3.25 3.55 
平均 3.15 2.32 2.11 2.30 3.39 3.91 4.25 
% 74 55 50 54 80 92 100 

主風向 SSE~SE 

下校のある場合 (B 点〉

与\ー がli肉店 I î票 ii主
~ I -IOH I -5H I -3H ー1. 5H -OH +OH ?"+20 H') 

副首11J祷号、\、

No. 1 し 82 2.54 3.11 2.98 2.75 2.61 3.56 
2 1.54 3.20 3.39 3.35 2.99 2.34 3.88 
3 2.07 3.36 3.73 3.98 2.85 2.36 3.00 
4 1.44 3.70 4.05 3.54 3.48 2.03 3.79 
5 1.57 3.05 3.39 3.26 3.31 2.13 3.79 
6 1.79 2.98 3.49 3.38 3.19 2.78 3.47 

干均 1.70 3.14 3.53 3.42 3.10 2.38 3.58 
% 48 88 99 96 87 I 66 100 

主風向 S~S S E 

日['i隣 1- 1. 5H I -OH 十 OH +2H +5H I + 10H 標(+20EiI;i)t 

綿ìlllJ番号，• .J 
N0.l l3.383.242.712.292.423.463.82  

2 3.14 3.29 2.51 2.16 2.45 I 3.50 3.91 
3 3.79 3.05 2.01 1.95 2.02 3.24 3.53 
4 3.05 3.2' 2.14 2.13 2.14 3.49 3.57 
5 3.31 3.05 2.21 1.98 2.00 3.15 3.61 
6 2.21 2.27 1.44 1.09 1.48 2.51 2.68 

平均 3.13 3.18 2.32 2.10 2.21 3.37 3.69 
% 85 87 63 I 57 60 91 10 口

主風向| s~SSE 
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第 11 図 林の前後の風速の水平分布

2 )観測の結果

i )林の前後の風速水平分布

観測の鮎冴さを示す第 6 表，第 7 表および第 11 図のなかで樹高f台数の端数は，測定の後で樹高をE確に

ま「り換算したものである}観測時の風向は SE~SSE ，すなわち，林に対しては 20つ~40。の角度の風

であった川

風速計の台数の関係て ff見目Uは林の前方と後方の 2 川に分けて行ったが，林Tìíj 0 H，林後 OH で両者の

催(はよく一致するので，これをー続きの観;!lIH~J とみなした。 D 刺|地防風林において， B 点;JlU線上の林前

10H の風速は， 前方の林 (E 耕地院風林〕の影響を受けて標準風速の 48% に減速されている J 林前

3Hでは急速に回復して 99% となり，ほとんど標準風速にひとしくなるが，すでに後方の林の風上に対

する作用がはじまって，ふたたび風速は減少する。すなわち， i木が数列立Éんでいる場合は，後方の林によ

って風速の回復は弱められるぐ

この;場合風向きが林に対して直角であるならば，林と 1ヰ:の聞の風速は 80% 以内に減速されることが期

待され， 表土飛散防止を目的として設i位された防風林として考えても林の1l:lIíl\~ (樹高の 12 倍)として

は，だいたい泊当なものと考えられる!)) 0 

風速は柄 4m の林を通治する時に 20% 減速されて，林後 2~3H H近で風速は最少となり，標準

風速の 50~60% となる この防風林のように附の狭い林では，減速率は隅の厚い防風林のように大きく

ない。この防風林の後方 5H 付近までは 60% の風速比が続き，林後 10H まで‘に急速に 1 ' 11復して，大

休林後 20H で林前の風速に回復する c すなわち.林後 7~lO H までは渦流域で1の，林後 7~lOH で

上層の風と急速に混合が行われて風速が回復すると考えられるし なお，林後 20H (標準点)の風速は，

ほぽ林の影響を受けていないv

つぎに下校を1. 6m の高さまで払った場合は，第 11 図および第 7 表のように，林後の OH において

林前 OH よりもかえって 10% の風速の増加がみられる。林後 2 H , 5H においても 70% に滅殺さ

れているにすぎない しかし，林後 10H 以後では前者の風速比とまったく一致する。したがって，下校

を払ったことによる風の吹きぬけの影響は後 8~lOH 付近まで及ぶが，減速範囲には影響を与えないも

のと思われる。枝ドの短い場合にはさらに混合がすみやかに行われて，吹きぬけはただちに消えてしまう
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筑 7 表 林の前後の風速水平分布 下授のない場合 (B 点、

+OH +2H +5H + 10H 標(+20H準) 

2.80 2.17 2.06 2.74 3.15 
2.17 1.77 1. 71 1. 99 2.84 
2.75 2.05 1. 74 2.54 2.92 
2.29 1.68 1.86 2.38 2.16 

2.50 1. 92 1. 97 2.41 2.72 
92 71 72 89 100 

一
ーNo. 1 2.51 
2 1. 95 
3 2.32 
'1 2.15 

平均 2.23 
% 82 

主風向 SSE~SE

第 8 表 林の前後の風速の霊百分布

下校のある場合 (B 点〕

" . ..' 
¥ 山崎11 林前 lH 林前 OH 

高さ、! 1¥T..... 1 I 1¥.T...... ') "\T1 -h~ I ()I (m> ¥j Nol!N02 平拘% I No.l No.2 平均 1

0.35 2.97 I 3.16 3.07 i 72 1 3.23 2.82 3.03 
0.65 3.27 I 3.50 3.39' 80 i 3.54 1 3.20 . 3.37 ; 
1.05 3.69'3.94 3.82 90! 3.79 3.43 3.61 I 

1.95 4.05 ' 4.19 4.12 97 4.04! 3.81 3.93: 
39545214594561 107i453i442448 i 

様準，f，\ 4.1714.34 4.26 10013.4314.20 3.82: 1 ∞ 

此1隣| 林後 lH l i木後 3H 

高(mさ〉 l lNoi i NU 平均% ; No.l No.21 平均|

0.35 1. 86 I 2. 15 I 2.01 1 41 1. 54 1 1. 77 I 1. 66 
065|2091238i22446191 i2082 ∞ 
1.~~ ~.63 ~.~~ 1 ~.~~ 57 ~.~6 1 ~.~81 ~.~7 
1. 95 2.66 I 2.88 , 2.77 56 2.36 1 2.71 I 2.54 
3.95 2.25' 2.29 1 2.27 1 46 2.81' 3.361 3.09 

標準点、 |5.17!4.67i 4.92l l∞ 4.7914.8214.81 i 

ド校を払った場合 (13 点)

| 休後 OH 

F己 ! No.1 i No.2! 平均! μ 
79 2.72 
88 2.81 
95 2.81 
103 3.85 
117 2.78 

2.87 1 2.80 
2.88 I 2.85 
2.84 2.83 
3.52 I 3.69 
2.78 12.78 

3.9214.13 100 
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\距離| 林前 lH 林前 OH ! 林後 OH 林後 lH i木後 3H 1YJ後 5H

Ef>\ [民:占つ 90 \五iii 5 l 風速 I % : ffi~~ I %叫 1 % Im(J~! %-

0.35 1.79 62 1 1.61 I 61 1.72 72 1.37 I 53 1.12 I 55 1.10 45 
0.65 2.00 I 75 1. 94 , 74 2.21 93 i 1.60 62 1.37 67 1.31 59 
1.05 1.92 I 72 1 2.10 1 80 1 2.601 105 1 1.82 i 70 1 1.54 I 76 1.51 68 
1.q512.29l 8612.0717911.60167|1.22147i l.316411.44165 
3.95 2.55 I 95 i 2.26 I 86 I 1.331 56 ~ 1.07! 41' 1.21 59 ! 1.65. 74 

標準点 2.68 1 1∞， 2.641100!2 判 100 12.59 i 100 2.04 1∞ i223 100 

から11)，風下の効果を大きくするためには，校下をなるべく{尽くする必要がある 13) とくに，飛砂防止の

立場から考えると，飛砂の大部分は地上面から 20~30cm の範囲内を移動し，また飛砂量は地図付近の

摩擦を大きくして風速を減少させることによって少なくなるから，下校は伐採しない方がよいと考えられ

る。

ii) 林の前後の風速垂直分布
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第 12 関 林の前後の風速の垂直分布

林の{、J"_ì迂の吹きぬト?をなお詳しく調べるために，林の前後で風速の嚢底分:(11を視浪Ijした 11寺jr-ilの邸合て、

林ijíj 1 H から林後 5H までの溜'羽を jVI~1べたが，その結果は第 8 j-史および第 12 図のとおりである J

熱~;l!'.l1;杉?却のとくにいちじるしくない場合に，地1-. z の風速 u (z) ，士

u(z)=alogz a は常数

で主に宅わされる ο 地上J、Li1エに|主主14f物があれば風速の分]îは上の式からはずれてくる とこづで，下伎のある

場合のj休日 lH および林市 OH のHIGili:の電 ~[~f分ず1)は第 12 凶のごとく文、I数式て‘表わされる一 したがっ

て，林前 lH と OH では休によって，風速の護U'J:分布:伏態は!J2化をi史けーていないことになる。とこつ

がJ木後では分布の形はくずれ， 林後 OH では地上 2~3m の商さで風速が最大になっている これ

は，この高さの校がすいていたためと思われる。林後 5H になると，林前の部分の形に似てくるが，ま

だ完全に回復していない乙

ド校を払った場合は風速の分布は一層斐形を受けるで林前 1H では，地上 1~5m の高さまでは対

数分布をしているが， j封冠部では民の吹きぬけによって風速が増加し，林後 OH では一層加速される

この傾向は林後 5H でもまだみられるが，下校のある場合とやや似た分布の形を示し，この付近ではす

でにド枝を払った影響は弱まっている。したがって，林後 10H までにはほとんどその影響のなくなるこ

とは，風速の水平分布と， この地点、で両者一致することによってもわかるつ第 13 図は等風速比線図で

あるハこの図によってさらに林の近くの風速の分布状態左，樹幹部への風の侵ス状態がよくわかる。下校
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防j武林周辺の IUjJ武効果について (小野寺・増田・石) 11) 

(A) T'枝のある場合 (B) -1ご授を地上1. 6m 取り除いた場合

第 13 図 ド校のある場合とトー伎をl反り除いた場合の林のTìíj後の風速分布の定化
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のある場合:1，林によって地上付近まで、風がさえぎられ，風速の最少になる範賓が林の後方 2~3H の

地上付近にできる c

下校を払った場合には，地上 1m の線上で風速の増加した範閤が枝の後方 4H までのび，風速最少

初期が後退して，その風速比も大きいJ 風速の増加は地上 1m の高さ，すなわち校下高の 1β よりもと

却に現われる。これは地との抵抗よりも樹冠の抵抗の方が大きいためであるつ

平行する 2つ以上の防風林の防風効果

林市がある間隔で 2 ないし 3 段に平行してある時，林TÌ可の風は第 1 段，第 2 段あるいは第 3 段の防風林

を通過，または越えることにより最後列の防風林の後方では相当減速されるものと予想されるつ特に林引

相互の間隔が適当であれば，この効果は著しいものと考えられる J

今[月lの調査地には，国有防風林の前後に国有防風林と平行に個人所有の樹列詳地防風林がありとの個

々の防風効果はすて‘に述べたとおりであるが， 5 月 22 目前記 ru 墳のの観測と並行して国有防風林の

I!~後の風速をロピンゾン風力計により悦ifilj した結よいより，耕地防風林と国有防風林の防Jlit\効果の関連収合

求めると，第 14 凶のようになるコなお，観測器械の地 k高は1. 2m で，日L'";::械の種類による風速の相違，

副iWJ時刻のズレによるを等はおのおの補正した3

標準点は東一線活路の南東方形-J 100m の未墾地I)~に設けたっ

底隊

第 14 閃 民有利一地問風1木と国有防風保安林の防風効果の関連性
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東一線道路と国有問瓜林の後方までは 5 列の ]i)jJl川本が可ん行して存在する。観測の結よいは国有防風林の前

方および後方の風速は，いずれも標準風速の 85% 以下で， T、llJ方の謬j:j:-lli防風林の防風効果がみられる。ま

た，この事実より国有防風林の防;$\効果範悶は林イ1-1の影響が全くない平地の風速とくらべた場合，図にみ

られるとおり，林後 20日付近はまだ防風効果国内にあることがわかる。

針葉樹林と広葉樹林の防風効果の相蓮

27 年 5 月初日に今までほり扱ってきたカラマツ国有防風林の南西側に連なる林件J幅 110m のカシワ

の国有院風林(林市方向， N340 E ，平均胸高直径 6.2cm ， 1割高 6 m) のそれと， 比絞してみた(この

防風林中には胸高直径 63cm，樹高 16m のカシワの老大樹が 1 ha 当り 1~2 本点在している〉。

観測はロピンゾン Jiill.ブJ\H.をmい，カラマツ林と同様の方法，すなわち樹高の倍数点、の風速を観測した。

標準点は林前 90111 (15H) のJ去に設けた。観測点付)[の~[犬1出土第 15 図のとおりであるが， ~.木船の前方

は草生地となり，後方は耕作I也で林後 10B 付近には帆 3 111 ，深さ 1111 くらいのノj、沢が北~南の方向に

入りこんでいるし

観測は 5 月初日の 10 h 54~1l h 44 と 14h05~14h25 の 2 回行ったが，各観測j点の平均風速および

標準点の風速に対する風辿Jtは第 9 表の主おりであるく】

また， I観測P~HllJ内の風向は SE~SSE であったので，これを 27 年 5 月 22 日 10h 40~ 11 h 30 の

カラマツ防風林の柑ぷと比i佼すると，第 16 図のごとくになるの

この結果，カシワの防風林における林後の風速復冗の経過は，カラマヅ防風林の場合と大休平行してい

るが，標準点の風速に対する各観測点、の風速
道
路 x"、/ 比はカラマツ防風林の場合よりも平均 20%

C!flST( 品川ノ/人ぷ 大であって，標準点の風〕虫に復元する位置も

カラマツ防風林は 15B であるに対し，カシ
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ワ防風林は 10H の点ですでに復元してい

る" \，、し、かえると，このカシワ防風林は林帯

順がカラマツ防風林の 3 倍近くあるのに，そ

のIW風効果はカラマ Y防風林よりも小さいと

いうことである Lかし，調査期間のカシワ

林はまだ開訂していない状出だったので，樹

冠による防風効果はほとんど期待でき先ぃ。

成育最廃J切になれば防風効果範囲はもっと

延長されるものと思われる。節目図 カシザ国有防風保安林イ、bJiの状況

句'1; 9 * カシワ防風林前後の風速
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防風林J，'iJ辺のIW風効果について (小野寺・増田・石川[)

点、は林縁からの距離がカシワ林

の場合は 60111 ， カラマツ林の

場合は 120m であるコ

。

一応H 旧H

加 16 図 主|昔話樹林と Iム-葉樹林の防'!TI\JJJ%の中lij弘

j孔蝕防止に甥する調査
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防)[l\.t~くの飛砂防止効果の J，~査はさきにのべたように， 何年測定量， i慌の己支持を行って ;;~~11Nを iiliめてきた

が，ついにその機会が得られなかった J

十日発地方の気象の慨況を述べると，年rI-!J最多風向は NW， /J~多 i正t\ r詞 E S E ，平均風速は 2.2 mjsec 

(1911~ 1(50) で‘あって， 5 JJ から 9FJ までの氾風は E または ESE であるが，干手!切 iJ[:('卜 jl;Jlにしばし

ば NW， NNW の強風に盟われ記録、によると 2/V 1913 , NW  17.2 m!secコlO/V 1924, NNW 

20.7m/sec , 15/V 1910 , NW 17.2m/sec ラ 2jlv 1917 , NW  14.4 m/8巴c. 3/V[ 1940 , NW14.2m/sec , 

8/Vl 1941 , NW  14.2 m/seco 17/vr 1899 , WNW  14.1 m/sec 等がある 卜勝地方の飛砂は現地に居住

する農民の;夜話を綜合すると次にのべるような天候によって起るものとおもわれるう

まず，飛l沙が起る日は 5 月中旬の11青天の日にかぎるということであるが，天気図上より気庄内dlfIをみる

と，優勢な低気圧が宗谷百'/)，:1災付近をi透j位し，本道の南方洋上に高気圧が停滞する場合に多いようである

また，一般にヨi'常な強風をともなうので』え山氏買の炎土は容f)Jに飛散して，強風により型車い [. .7): 1) 播極

した種子や発芳三由を吹きとばすか，発穿直後の~豆，その他の事件('"物に衝突し，機械的障容を起し，また

は肥惜した表土を!よいTuÎ債にわたり剥:むし，これを道路の縁や樹列の1"1可ブjに落ド恥償するのである勺 i!'~祭

によれば，中札内付の東二号線近くでは，道路が約 30cm くらいの厚さの燕砂の恥績で埋まり， 耕地の

北寄りの地借て、は)，'，'JfE目に 1:lf(えた防風林の前方にドJ 20~50 CI11程度Li主債しているような処もあったJ 同じ

く観察によれば，完全な:ÞI;'::tfでなくても何か障汚物があれば，それにより地表を伝々する砂粒l土移動をさ

またげられるようで，樹高はあまり高くなくても耕地の川1mには防風林や防風涯を('1"ることじよ 1) ，風蝕

の被害をかなり小さくすることが期待できる。

以上十勝地方の風蝕について，見聞した過去の現象から推定を行ったが，同地方の防風林の最も特徴あ

る風蝕防止効果については実際の現象について，その実態を把窪しなければならないものである、

なお，参考として借広および上礼内の暴風日数，風向，風速を別表に掲げる(第 10 ， 11 , 12 , 13 表)っ

第 10 表 借[火地方の暴風日数および平均風速 C189.1~1950) 

種\別\、\月~ v n w ~ IT X 

暴風日数 I 3.8 0.7 0.3 0.3 1.0 2.3 

平(m均〔月h風e〕速c〉 1l 2.6 し 9 1.6 1.5 1.7 1.9 
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防風林}i'J辺の防風効果について (小野寺・増田・石} 11) -71 ー

摘要

1 )国有防風保安林 L カラマツ 樹高 12m，林の11時 72m) の後方の風速は，林のi向:後では 60% に減

少される l 風速のもっとも弱まる範悶は，林の後方 3~5附付近で 30% 松度になるの ι の林の防風効果

の範囲は大体樹高の 13~15 佑までである c

2) 風が林帯に対して斜に吹いた場合，風のJ武線は林のn~fúîおよび林の後方で，林の方向に平行な方向

に曲げられる。樹幹部を通過した風は，林後 3 ~ 5{fr付近で，林を越えてきた風と混合して，この範聞の

風速は最も弱められる。林後 10 f青から後方では林の前方の風と同じ方向に復元する 風が林に平行する

ことによって防風効果範gLHu 、ちじるしく減少される。

3) 同ーの防風林で，林市隔が 72m と 39m のときの風速減殺状態をくらべると，風速が 3~4m/sec

の軟風では，必ずしも林借隔の 11，い方が風速を弱めるということは観測されなかった。ただし，防風林の

構造も異なり風速もあまり強くないし，観測同数が少なかったため，さらに検討が加えられなければなら

f工 L 、 C

4) 針葉樹と fム現ミ樹の防風料:とでは防風効果にどのようなHI違が現われるかをカラマツ防風林〔樹

高 12m，林の幅 72m) とカシワ防風林〔樹高 6m，林の幅 110m) とで比較したところ，カシワ防風林

の後方の風速の減少Itt1線はカラマツ防風林の場合主似ているが，風速は平均約 20% 少なカ、った。しかし

湯測を行った季節に，カシワが開葉していなかったから，この結果を直ちに一般にあてはめることは危険

であろう。

5) 樹高 4~5m ， 2 列1:[古えのA併地防風林のl坊風効果は，風向が林滑にほぼ直角の場合，林後 10 倍

まで期待される二

6) D 耕地防風林 l、樹高 7 m , 3 列植え〕では， ;f不十n帆 4m を吹きぬけるうちにJir{ìili:は 20% 減少

され，林後 2~3f告で最少となり， 50~60% になる u 林後 5~10 倍付近では急速に回復して， 20 (jたで

は林前の風速と同じになる

この林4ifが地上から1. 6m のr: n ド校のない場合には，風速は林の直後でトかえって林の1"1 前より l09{，増

加する。 林後 2~5佑で 70% :tJ度にしか減速されない しかし 10 倍から後方ではド校がある場合と同

じ状態になる Q また，この場合の風速の垂直分布をみると， 下校のない樹冠部を吹きぬけるときに加速さ

れて， 1副作の高さの 1/2 よりやや上方で風速は最大となる1 これらのことから，下校のない防風林では，

後方 5~lOH 付近まで風速の減少率は低下する。しかし，効果純聞には影響を及ぼさないことがわかるつ

7 )周囲が全く耕地問風林( 3 列植え樹高 7 m) で閉まれた符型の耕地 (353 m x84 m) 内は風からよ

く守られているニ最も風の強いところでも瓜辿は 90% 松皮となり，しかもその錨llBはわずかであるつ耕

地のほぼ中央部では 50% に減速される 防風林の中に欠けたところがあると，風穴になり，その後方の

風速は培加する。

むすび

防風林の機能は複雑であって，その効用はjムー続問の因子の~J7f-1明を要するので，営林，営農上の切実な問

題である防風林の効果について科学的解Ijfjがきわめて要望されている。したがって，防風林の育成にあた

っては樹種， 幅員， 間隔.， 密度等を考慮して有効に実施しなければならないのは当然である。防風林の
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機能の究明とその実際的応用について防風林試験の負わされた使命は多難で，今後の研究にまつものが多

L 、。

この調査の結呆は初期の日擦に達するには，なお，ほど遠いものがあるが，逐次補足究明の機会の恵ま

れんことを希うものである
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26. 匀l 3 911 n V 13.9h 

、)/////

'2.7 V 22. 9h 

25 V 19.911 

付図 矧;WJ 日の気庄配置図



-74 - 林業試験場研究報合 第 80 号

Shigeru OXOlJEHλ ， Hisao Mλドl!l JA and Masayuki 1RI I/ K .I\\',': 

On the Effects of the Windbreak. 

Résu立lé

Tokachi district has profuse strong winds and soil-blowing at spring 
season. Windbreaks develop in this district to a great extent and act as a netｭ
work for the purpose of protecting cultivated lands from the strong wind and 
blowing of surface soiI. 

We made meteorological observations to study the effects of windbreaks at 
Nakasatsunai v iIIage , Tokachi district , from 1951 to 1953. Meteorological 
instruments such as anemoscopes , Robinson's anemometers and smaII 3・cup

anemometers were instaIIed around the windbreaks. Wind directions , horizontal 
anc1 vertical wind velocity were recorc1ed semi-automaticaIIy. 

Results of observations are as foIIows: 
1) Wincl velocity is decreased about 40% just behind the windbreak (12 m 

tree-height , 72 m width) ancl 70% within the zone of 3~5 H (H= clistance from 

the rear sicle of the windbreak-fringe indicatecl by tree-height). The range of 
calming-effect of the forest reaches about 13 ~ 15 H. 

2) When the wincl blows at an oblique angle to the belt , the wind direction 
to the front of the forest forms a smaII angle with the belt, penetrating through 
tree stems almost at right angles to it. The wind passing through the windｭ
break is mixed with the wind which comes over the crown of the trees. In 
this 3~5 H area , wind speed faIIs to its minimum. Wind direction changes to 
the same as that of the front at the bad王 of 10 H line. 

3) Slightly different interception effect was observed with the width of an 
identical windbreak being in spread coverage area size 72 m and 39 m. Thereｭ
fore , the interception effect of the windbreak does not always seem to be 
depenclent on the wiclth of the forest. 

4) Wind velocity ratio behind the larch-tree windbreak (12 m tree-height, 
72 m width) is greater by 20Jó', on an average , than that of Kashiwa-oak (6 m 
tr巴e-height ， 110 m width). But when the observations were made , leaves of 
the Kashiwa-oak had not become fuIly open. 

5) Wincl velocity decreases about 20J�' when the wind passes through the 
larch-tree windbreak (7 m tree-height, 3 rows and 4 m width) , and becomes its 
minimum value of 50~60Jó' within 2~3 H. The wind speed accelerates rapidly 
in the range of 5~ 10 H and regains its 100% at 20 H. When the branches of 

the identical windbreak are cut down from the ground to 1.6 m height, the 
wind velocity tends to accelerate just behind the belt, and comes to a maximum 
at 1m height from the ground. ﾐegree of reduction of wind velocity at the 
back of 10 H , by this windbreak, is about the same as that in the case of no 
branch cutting. 

6) The area (353 m >< 84 m) surroundecl by windbreaks of 3-rows is weII 
protectecl from the wind. The wind velocity is clecreased less than 90% in the 
most part. In the middle part of this space, wind velocity comes to be 50,%. 
If there is an opening in the belt, the wind penetra.tes through it, ancl wind 
speed accelerates in the rear of the belt. 



『
同
v
r
H
4
h
O
M
I
-
-

国有防風保安林前方の標準観測点写真 2カラマツ国有防風保安林の林相写真 1

カウンタ{写真 4下校を地上1. 6mJI立り除いたD耕地防風林写真 3



-Plate 2-

写真 5 国有防風保安林後方の:ìr}î測点

写真 7

D耕地防風林における風速の水平分布の観測

写真 6 国有防風保安林の林後 5 (;3-の Ir[Q iWJ点

写真 8 理工研型小型jロピンゾン風速言iに

よる風速の垂直分析?の観測




